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山口大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ 

当院では、下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、情報を研究目的に利用されることを希望されない場合は、

下記の問合せ先にご連絡下さい。 

① 研究課題名 去勢抵抗性前立腺癌に対する新規アンドロゲン剤治療効果と予後予

測因子の解析 

② 実施予定期間 2016年 01月 31日 から 2018年 03月 31日 

（当院では倫理審査委員会承認後に開始します） 

③ 対象患者 泌尿器科において去勢抵抗性前立腺癌の治療を受けられた患者さん 

④ 対象期間 2000年 1月 1日～2015年 12月 16日まで 

⑤ 研究機関の名称 山口大学医学部附属病院 

⑥ 対象診療科 泌尿器科 

⑦ 研究責任者 氏名 松山 豪泰 所属 泌尿器科 

⑧ 使用する資料等 患者背景（年齢、前立腺癌の診断年月日など）、前立腺癌に対する

治療状況、採血検査結果、画像検査結果の情報を電子カルテより収

集します。 

⑨ 研究の概要 去勢抵抗性前立腺癌に対する標準治療確立のため、アビラテロン、

エンザルタミドといった新規薬剤を使用している、または使用して

いた方の既存のデータを用い、治療効果や治療開始時期のデータ解

析を行い、適正な時期、用量の同定を目的としております。なお、2

018年3月31日まで患者さんの状態を追跡し、データ収集します。 

収集したデータはこの研究の主施設である千葉大学に送付します。

その際は個人が特定されない形で送付します。 

⑩ 倫理審査 倫理審査委員会承認日     2016年  10月   日 

⑪ 研究計画書等の

閲覧等 

研究計画書及び研究の方法に関する資料を他の研究対象者等の個人

情報及び知的財産の保護等に支障がない範囲内で入手又は閲覧でき

ます。詳細な方法に関しては下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

⑫ 結果の公表 学会や論文等で公表します。 

⑬ 個人情報の保護 結果を公表する場合、個人情報が特定されることはありません。 

⑭ 知的財産権 千葉大学医学部泌尿器科に帰属します。 

⑮ 研究の資金源 厚生労働省の科学研究費と山口大学医学部附属病院泌尿器科の奨学

寄付金を使用し、特定の個人、企業からの提供はありません。 

⑯ 利益相反 ありません。 

⑰ 問い合わせ先・ 

相談窓口 

山口大学医学部附属病院泌尿器科 担当者：松本洋明 

電話 0836-22-2275 FAX 0836-22-2276 
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